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静両地学 69号 (1994)

表彰状を頭いで

半田孝可*

草木の緑は、たいへん美しい。忘れることなく季節の変化も教えてくれる O 本会の事務局に長く関

わってきたことを振り返ってみると思い出深い。桜が咲くと運営委員会、そして会誌の編集と総会の

開催、暑い巡検会が済み、夏休みが終わると、また運営委員会、そして会誌の編集と秋の年会開催、

これを季節の移り変わりのように淡々と捉えてきた。そして年月が流れた。しかし、私にはこの年月

が長いという感覚があまりない。ただ、緑や花に急かされて、気が付いたとき 30年経ってしまってい

たというわけである O この問、好余曲折がなかった訳ではないが、会員の皆様に助けられてこれまで

過ごすことができ、いささかなりとも、本会のお手伝いができたことを幸いとうけとめている O

昨年 6丹、総会の後の 30周年記念ノてーティの滞上で、会の発震に寄与し、貢献したとのことで立派

な表彰状を頂戴した。事前に、このことを会長から間かされたとき、頂くべきでないと考え、即「お

断りしようJと思った。だが、ものの 10秒も経たない内に出すべき言葉を呑み込んでしまった。待て

よ、自分はこれまでに表彰状なるものを頂いたことがあっただろうか。また、これから先頂けるだろ

か。としたならば、少々大げさであるが、一生に一度かも知れない。一瞬の結論である O この際、い

ただいておこう O まことに

をわが家へ持ち帰って、家族

たが、あまり関心は示さ

になれず¥今でも、

はか

を述べながら

うであった。女房どの

っしいる O

ましいことではある O かくして、

うん、すごいねj とは百つ

に入れてくれたが、私はこれを飾る

いつのことであったか、 T の模様が放映さ O これまでを

はにっこりと

えになった。では、天皇様は何点、か、

とか過ごしてこれたのも陛下のお導きのおかげであると、

点ではなく感謝状をj と述べられた。このときのことを何故か思い

して 3年目を迎えたが、曲がりなり

くの優れた人との出会いに恵まれ、あらゆる機会に

この中に “科目" まれている O
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機関誌「静問地学Jの表紙の題字のこと

は初代会長であった故佐々 “作品"である O 先生が気候学の大家であるこ

とはさておき、お人柄がなかなかユニークであった。

たびに思い出される O

になった頃が懐かしく、この題字を見る

を出すとき、表紙の題字を先生にお願いすることになった。そのころ、

が多かったように思うし、また、先生が日頃、筆に親しまれているのを知っていたからである O

会員への通知状や会誌送付の宛名書きをよく手伝って下さった。郵便局の窓口で、黒々と

いものが半分、もう半分は私の下手なペン書き、余りにも対照的で気がひけたものである O

さて、静岡地学の題字の原稿をお願いしたところ、数日して「上手く書けないよJと言われながら

し出された。見ると新開の折込広告の裏に書かれたものだった。いくら節約といっても紙がなかっ

た訳ではないし、意外だ、ったのでお礼も申し上げず、軽く頭を下げて受け取った。大先生も緊張した

のである O 誰でも真新しい紙に向かうと、かえって構えてしまい、筆が滑らないものである O 不要な

紙ならば、練習のつもりで楽に書け、上手く仕上がるのである O 当時、先生の研究室は私が掃除する

なっていた。片隅の屑篭を覗くと何回も書いたらしい、丸めた紙が捨ててあった。この事を秘

にしていたのは、もちろんである O 叱られそうだが、もう許していただけよう O 私も、いつしか、

の先生と同じ年齢になっていることに気付い

O やはり、 30年は長いのかも知れない。会誌のう

い緑色の表紙は創刊号から全く変わらない。あの

とともに、何時見てもさわやかな印象である O
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変わらないものと、変えるものと交差させながら、

時代にふさわしい本会の発展を期待してやまない。
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